
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

平成１５年２月６日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

泡風呂

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　洗剤、湯及び空気により泡を発生させ、これを浴槽内に満たす装置である。泡の
みの風呂に人が入ると、水圧の影響を受けることなく、負担の少ない入浴ができる
というもの。

○構造、仕様、意匠
　電装箱、コンプレッサ、泡発生器及び操作パネル等より構成されている。コン
プレッサは既存の「その他の電気気泡発生器」を使用、泡発生器には、給湯器か
ら湯が供給される。
　
○ 主な使用者、販売先
一般家庭等（特に介護用に限定せず、一般向けとして販売される。）。

２　対象・非対象の解釈

　特定電気用品中、電動力応用機械器具の「浴槽用電気気泡発生器」として取り扱
う。
　
（理由）
　浴槽に洗剤の泡（気泡）を発生させることから、「浴槽用電気気泡発生器」とし
て取り扱うのが妥当と判断する。


